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はじめに 

  

南吹田地域につきましては、今後、おおさか東線の新駅を

核に、駅前交通広場や都市計画道路など、都市機能の基盤整

備を進め、本市南部の新たな拠点にふさわしいまちづくりを

推進していくエリアです。 

昭和 51年（1976年）に南吹田第1土地区画整理事業が

完了して以降、おおさか東線建設事業の遅れも含め、交通問

題、少子高齢化、まちの安心安全面での課題など、地域を取

り巻く状況は大きく変化しております。こうした状況に的確

に対応し、将来を見据えた総合的、計画的なまちづくりを進

めていくことが必要です。 

このような認識のもと、地域の特性を踏まえた「南吹田地域のまちづくり基本計画」を

策定いたしました。本計画は、これからの南吹田地域のまちづくりを、市民参加・協働の

もとで進めていくための基本方針となるものです。 

さて、本格的な地方分権時代を迎えた今、地方自治体は、国・府から自立し、対等・協

力の関係のもと、地域個性を最大限発揮できる魅力的な施策を展開していかねばなりませ

ん。そのためには、市民、NPO、事業者など、多様な主体によるまちづくりに取り組むこ

とが重要であり、本市は、「情報共有、市民参画、協働」を運営原則とする自治基本条例の

もと、「みんなで支えるまちづくり」をめざしております。 

本計画の策定に関しましても、地域の皆様方におかれましては、平成18年（2006年）

度のアンケート調査へのご協力をはじめ、行政と市民との協働の場である「南吹田地域ま

ちづくり会議」において、まちの課題や将来像について想いや意見を出していただき、さ

らには、「南吹田地域まちづくり構想」を取りまとめ、市に提案していただきました。本計

画は、その構想に盛り込まれた皆様の想いやご意見を生かしつつ、まちの方向性とまちづ

くりの手法、方策について、行政の果たすべき責任と役割をわかりやすく整理し、まとめ

たものです。 

 新たな駅の誕生によって本市南部の新たな玄関口となります南吹田は、周辺地域とも連

携して、市域全体の発展のために大きな役割を果たす地域です。安心安全で温かなコミュ

ニティが育まれ、活力とにぎわいにあふれた利便性の高いまちへと発展させていくため、

駅前交通広場、都市計画道路西吹田駅前線などの整備に全力を挙げて取り組むとともに、

今後とも、市民との協働のまちづくりに努めてまいります。 
結びに、本計画の策定にあたりまして、貴重なご意見をお寄せいただきました市民の皆

様ならびに関係団体の方々に対し、心から感謝し、厚くお礼を申し上げます。ありがとう

ございました。 

   

平成 21年（2009年）3月                  

吹田市長 阪口 善雄 
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序章 
 
（１）南吹田地域のまちづくり基本計画の目的 
 

南吹田一・二丁目を中心とした南吹田地域においては、昭和 51 年（1976 年）

に南吹田第１土地区画整理事業が完了して、30 年余りが経過しています。その間、

周辺幹線道路の未整備や、南吹田二丁目に新駅設置の計画がある大阪外環状線鉄道

（以下、おおさか東線）の進捗の遅れなどから、土地の有効・高度利用や都市機能の

整備が進んでいない状況でした。ようやく、平成 20 年（2008 年）3 月にはおお

さか東線の南区間（放出駅～久宝寺駅）が開業し、都市計画道路十三高槻線（寿町工

区）や都市計画道路西吹田駅前線の整備など、新たな市街化の動きがあらわれてきて

います。 

また、吹田市においては、平成 18 年度（2006 年度）から「人が輝き、感動あ

ふれる美しい都市
ま ち

 すいた」を将来像とする「吹田市第 3 次総合計画」がスタート

しており、当地域は、「地域の特性を生かした、魅力あるまちづくりに向けて、市民、

事業者の参画の下で、協働により取り組む」と、位置づけています。 

平成 15 年度（2003 年度）策定の「吹田市都市計画マスタープラン」において

も、当地域は、「駅の設置とあわせて利便性の高い市街地環境の整備を進め、市域南

部の新しい地域拠点の形成をめざす」ことを都市空間の将来像として位置づけており、

当地域は、市南部のあらたな地域拠点として、地域特性を生かした魅力的な都市環境

の形成に向けた、市民、事業者の参画の下での、協働によるまちづくりの推進が求め

られています。 

以上のことから、本市では、魅力あるまちづくりの推進に向け、地域の持つ特性を

把握し、市民の参画を得ながら、本市が当地域において今後進めるまちづくりの方針

を示すものとして、「南吹田地域のまちづくり基本計画（以下、基本計画）」を策定し

ました。 
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（２）位置づけと目標年次 
 
【位置づけ】 

本基本計画は、本市上位計画である「吹田市第 3 次総合計画」と「吹田市都市計

画マスタープラン」の将来像の実現に向け、本市が進める南吹田地域におけるまちづ

くりの方針です。 

本基本計画は、平成 18 年度（2006 年度）の現況調査を踏まえ、平成 19 年度

（2007 年度）「南吹田地域まちづくり会議」から提案された「南吹田地域まちづく

り構想」や、吹田南小学校及び吹田第六小学校の 4 年生児童によるまちづくり学習

の内容を尊重しつつ、南吹田地域に関わる各関連計画と調整した、南吹田地域のまち

づくりの方針となるものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【目標年次】 

本基本計画の目標年次は、平成30年度（2018年度）とします。 

 

「人が輝き、感動あふれる美しい都市
ま ち

 すいた」 

吹 田 市 第 3 次 総 合 計 画 

そ の 他  関 連 計 画

現況調査 

南吹田地域まちづくり検討調査 

吹田市都市計画 
マスタープラン 

南吹田地域の

まちづくり 

基本計画 

調整 
地域版 

南吹田地域 

 

まちづくり構想 

小学生による 

 

まちづくり学習 

吹 田 市 地 域 防 災 計 画

吹 田 市 環 境 基 本 計 画

吹 田 市 地 域 福 祉 計 画

吹田市景観まちづくり計画

いきいき吹田みどりの基本計画

吹田市住宅マスタープラン

吹 田 市 文 化 振 興 ビ ジョン

みんなで創る歴史と文化のまちづくり

吹田市新商工振興ビジョン

吹 田 市 自 治 基 本 条 例 
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（３）基本計画対象区域 
 

計画対象区域は、吹田市南端部に位置してお

り、大阪市東淀川区と神崎川を挟んで隣接して

います。また、JR 東淀川駅と地下鉄御堂筋線

江坂駅、阪急吹田駅、下新庄駅の 4 駅からほ

ぼ中間の位置にあります。 

計画対象区域は、おおさか東線の新駅の位置

を中心に概ね半径 500ｍの区域としますが、

具体的な施策・事業の実施にあたっては、各施

策・事業毎に設定することとなります。 
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（４）基本計画策定に至る流れ 
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の
策
定

庁内会議による基本計画素案の検討 

市民意見の募集 

南吹田地域のまちづくり基本計画 

調査区域 

の位置づけ

調査区域 

の現況 

意向調査 
 

アンケート調査  

小学生によるまちづくり学習 

平成２１年度以降 
（２００9年度以降） 各事業・施策の推進 

 

市民意向 
 

小学生による 

まちづくり学習 
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第１章 南吹田地域を取りまく動向と課題 
 
（１）南吹田地域の特性 
１）計画対象区域の沿革 

計画対象区域及び周辺地域はもともと湿田地帯であったが、昭和に入り徐々に工場

等の進出及び市街化が進んできました。昭和 51 年（1976 年）には計画対象区域

を含んだ南吹田第 1 土地区画整理事業が完了し、都市基盤の整備が進められ、その

後、市街化が進み今日に至っています。 

南吹田地域に関する都市基盤施設の整備などの主な経緯は下表のとおりです。 

 

■南吹田地域に関する主な経緯 

年 月 日 主な経緯 

昭和 27年(1952年) 12 月 城東貨物線客車運行促進同盟会結成 

昭和 35年(1960年)  
新幹線新大阪駅構想決定にともない、外環駅起点が吹田駅から

新大阪駅に変更 

昭和 36年(1961年) 8 月 24日 
南吹田第1土地区画整理事業 都市計画決定 

126.1ha 

  

昭和 40年(1965年) 2 月 10日 南吹田第1土地区画整理事業 事業認可 

昭和 41年(1966年) 6 月 13日 都市計画道路西吹田駅前線(広場含む)都市計画決定 

昭和 41年(1966年) 10 月 28日 南吹田第1土地区画整理事業 事業変更認可 

昭和 41年(1966年) 11 月 26日 南吹田第1土地区画整理事業 仮換地指定 

  

昭和 51年(1976年) 12 月 24日 南吹田第1土地区画整理事業 換地処分 

  

平成  8 年(1996年) 11 月 6 日 大阪外環状鉄道株式会社設立 

平成  9 年(1997年)  3 月 新大吹橋(都市計画道路十三高槻線) 架橋 (延長=323m) 

平成 10年(1998年)  1 月 13日 都市計画道路十三高槻線(寿町工区 延長=748m) 事業認可 

平成 11年(1999年)  2 月 17日 大阪外環状線鉄道 都島～久宝寺間工事施行運輸大臣認可 

平成 14年(2002年) 12 月 20日 大阪外環状線鉄道 新大阪～都島間工事施行国土交通大臣認可

平成17年(2005年)  2 月 22日 

大阪外環状線鉄道工事完成時期について 

大阪外環状鉄道株式会社公表 

全区間(新大阪～久宝寺間)約 20.3kmの内 

放出～久宝寺間(南区間約 9.2km) 

事業中 (平成 19年度末完成予定) 

新大阪～放出間(北区間約11.1km) 

事業予定 (平成 18年度～平成23年度末) 

平成 20年(2008年)  3 月 15日 おおさか東線南区間(放出～久宝寺)開業 

～ 
～ ～

～
～
～

～
～

～
～

～ 
～ 

～ 
～ ～

～
～
～
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■南吹田地域の変遷 
明治 18 年（1885 年） 大正 12 年（1923 年）（昭和 2年部分修正） 昭和 4年（1929 年） 

周辺に吹田村・垂水村がある南吹田地域は、概ね湿田になっており、水

路沿いに上新田・下新田の集落がある。 

現・阪急千里線の位置に明治 9 年（1876 年）に開通した国鉄が走っ

ている。 

 

大正期に入っても、湿田が広がる地域であるが、神崎川沿いに工場の立

地が進み出している。 

国鉄東海道線は現在の位置に移り、その路線跡に新京阪電気鉄道が開通

している。（現・阪急千里線） 

吹田駅前の開発が進み、明治 22 年（1889 年）現アサヒビールも進

出している。 

昭和期に入っても、湿田が広がる地域である。 
昭和6年（1931年）には城東貨物線が開通している。 
 

   
昭和 42 年（1967 年） 昭和 61 年（1986 年） 平成 18 年（2006 年） 

南吹田第 1 土地区画整理事業がはじまり、JR 以北で基盤整備が進んで

いる。JR以南でも道路整備が進捗中であることがわかる。 
江坂周辺の南吹田第2土地区画整理事業も進捗している。 
清和園町・南清和園町の開発が進み住宅地となった。 

昭和 45 年（1970 年）には大阪万博が開催され、新御堂筋が開通す

るなどし、江坂周辺の開発が進み出している。昭和 51 年（1976

年）には南吹田第 1 土地区画整理事業が完了し、工場や倉庫などの立

地が進んできている。 

平成 9 年（1997 年）に新大吹橋が開通し、神崎川左岸と南吹田地域

が幹線道路で接続された。 
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２）上位計画・関連計画の整理 

上位計画・関連計画から導き出される計画対象区域の位置づけをまとめると、概ね

以下のとおりです。 

 

吹田市第３次総合計画 
【まちづくりの基本方向】 

○これまで営まれてきた地域でのさまざまなコミュニティ活動と連携し、住みよ 

いまちづくりを進めます。 

○誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。 

○河川を生かし、ふれあいの場として活用します。 

○緑化の推進などに努め、生活環境の向上を図ります。 

○環境と調和した工業の振興を図ります。 

【計画】 

○（仮称）西吹田駅前の整備については、地域の特性を生かした、魅力あるまち 

づくりに向けて、市民、事業者の参画の下で、協働により取り組みます。 

 

吹田市都市計画マスタープラン 
【都市空間の将来像】（地域拠点としての位置付け） 

○（仮称）西吹田駅周辺は、駅の設置とあわせて利便性の高い市街地環境の整 

備を進め、市域南部の新しい地域拠点の形成をめざします。 

【まちづくりの重点方針】 

○（仮称）西吹田駅周辺は大阪外環状線鉄道事業の進捗にあわせて西吹田駅前線

の整備を促進し、新駅設置に伴う地域ポテンシャルの向上を踏まえて、駅前と

しての利便性や集客性をめざした都市機能の立地誘導など土地の有効・高度利

用を図るとともに、魅力的な環境の形成を図るためのまちづくりをめざします。 

 
 

 

関連計画 
【土地利用】 

○産業機能と居住機能が調和した市街地の形成をめざします。 

 

【立地機能など】 

○工業者と商業者の交流の場づくりを進め、製販連携による新たな商品やサー

ビスの創造を図り、公的機関による技術指導や市内に立地する大学や研究機

関との交流活動を通じて、製品の高付加価値化を進め、本市の商工業の核と

なるよう支援策を検討していきます。 

 

【活用する資源】 

○神崎川の自然を活かしたまちづくり。 

○水辺と緑を活かした潤いのある景観をはぐくむ。 

 

【推進方策】 

○安心・安全な地域生活を実現するため、住民自身による助け合い活動等、地

域福祉活動を推進する。 
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３）周辺の主要プロジェクト 

計画対象区域においては、おおさか東線の整備による新駅の設置や都市計画道路十

三高槻線の整備が進むことにより、地区外とのつながりが強化されます。 

都市計画道路西吹田駅前線の整備により、計画対象区域と JR 東海道本線を挟んで

西側の市街地とのつながりが強化されます。 

そのほか、吹田貨物ターミナル駅(仮称)の整備に伴う貨物関連自動車専用道路の整

備や、阪急千里線の連続立体交差事業が計画されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①都市計画道路西吹田駅前線の整備 

JR 東海道本線の東西市街地を結び、おおさか東線の新駅へのアクセス路となる重

要な道路で、平成 28 年度（2016 年度）の完成を目標に吹田市が整備していきま

す。 

 
②駅前交通広場の整備 

おおさか東線の新駅の開設にあわせ、吹田市が整備していきます。 

③

①

④ 

⑥

⑤

⑦ 

南吹田一丁目 

南吹田二丁目 

南吹田三丁目 

南吹田四丁目 

南吹田五丁目 

穂波町 南金田一丁目 南金田二丁目 

川岸町 

清和園町 

南清和園町 

②
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③大阪外環状線鉄道「おおさか東線」の整備 

大阪外環状鉄道株式会社が事業主体であり、「放出」から「久宝寺」までは平成 20

年（2008 年）3 月に開業し、「新大阪」から「放出」までの区間は平成 23 年度末

（2011 年度末）完成予定です。吹田市内では、南吹田二丁目に新駅が計画されてい

ます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④都市計画道路十三高槻線（寿町工区）の整備 

阪急千里線を地下で立体交差するための工事を含め、国道 479 号（大阪内環状

線）から吹田第六小学校前付近の区間（寿町工区）の整備を、事業主体である大阪府

が進めています。計画では平成22年度末（2010年度末）に開通予定です。 

 
⑤貨物専用道路の整備 

吹田貨物ターミナル駅(仮称)の整備に伴い、貨物関連自動車の運行経路として設置

される専用の通路で、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構が整備します。

計画では平成22年度末（2010年度末）に開通予定です。 

 
 
⑥十三高槻線の一部改修 

新大吹橋北詰～市道南清和園町 8 号線までの区間において、歩道を拡幅して、植樹

帯を設けるなど、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構が改修を行います。 

 
 
⑦阪急京都線・千里線連続立体交差事業 

地域分断の解消及び交通の円滑化を図るため、大阪市が事業を進めています。高架

化する駅は、「崇禅寺駅」「淡路駅」「柴島駅」「下新庄駅」であり、平成 9 年度

（1997年度）に事業着手し、平成32年度末（2020年度末）事業完了予定です。 

＊新駅の名称は、市民意向を反映した駅名にするよう要望 
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４）南吹田地域の特性と課題 

計画対象区域の現況・意向調査の結果を踏まえ、下記のように計画対象区域を 3 地

区に分けて各地区の特性を総括し、対応すべき課題を整理しました。 

 
 各地区の特性 

①吹南地区 

（南吹田一・ 

二丁目付近）

○住宅と工業・流通・業務機能が混在するエリア 

○倉庫等の流通・保管施設の立地が進むエリア 

○共同住宅の立地が進むエリア 

○新駅の整備により鉄道利用の利便性が高まるエリア 

○低未利用地が点在し、鉄道・道路の整備効果により、土地利用が急速に変化

する可能性のあるエリア 

○緑道や神崎川などがあるが緑地が少なくアメニティ性が低いエリア 

○不法駐車が多いなど治安や生活環境面で課題のあるエリア 

②吹南地区 

（南吹田 

三丁目付近）

○住宅と流通・業務機能が混在するエリア 

○流通・業務施設の立地が進むエリア 

○共同住宅の立地が進むエリア 

○幹線道路等の整備、江坂への近接性から利便性の高いエリア 

○フラワーロードなどがあるが緑地が少なくアメニティ性が低いエリア 

○都市計画道路西吹田駅前線の整備により鉄道利用の利便性が高まるエリア 

○低未利用地の敷地規模が小さく、大規模土地利用転換の可能性が低いエリア

③吹六地区 

（川岸町・ 

南清和園町・

清和園町 

付近） 

○住宅と工業・流通・業務機能が混在するエリア（川岸町） 

○狭隘な道路と老朽化した木造住宅が建て込んだエリア（南清和園町・清和園

町） 

○阪急吹田付近への近接性が高く利便性の高いエリア 

○倉庫等の流通・保管施設の立地が進むエリア（川岸町） 

○共同住宅の立地が進むエリア 

○都市計画道路十三高槻線の開通により地域東部との連続性が高まるエリア 

○低未利用地が点在する都市計画道路十三高槻線沿道は、鉄道・道路の整備効

果により、土地利用が急速に変化する可能性のあるエリア 

○隣接して中の島公園や神崎川などがあるが緑地が少なくアメニティ性が低い

エリア 
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各地区の特性を総括し、計画対象区域全体の対応すべき課題は次のように整理されま

す。 

 

まちづくりの課題 

 

■現状の問題に対応 
・交通や生活サービス等の利便性の向上。 

・少子高齢化に対応したまちづくり。 

・安心、安全な生活環境整備、防災と防犯への配慮。 

・業務系、住居系の住みわけと生活環境面への配慮。 

 

 

■地域の主体性を創出 
・地域の歴史やコミュニティを継承・持続し、地域の主体性を大切にする。 

・市民、企業、行政との協働によるまちづくり。 

 

 

■現状の資源を生かす 
・水と緑を生かしたアメニティの向上。 

・神崎川や、水路、吹田くわいなど、地域の歴史や地域資源をまちづくりに生かす。 

・神崎川沿いの産業集積地という立地特性をまちづくりに生かす。 

・商工業の交流や研究機関等との交流等による産業の発展・立地。 
 

 

■立地の特性を生かす 
・市南部の新たな地域拠点としての市街地の形成。 

・南吹田らしさの創出。 

・吹田の南の玄関口を演出。 
 

 

■立地変化に対応する 
・新駅や幹線道路整備に伴い駅前交通広場、道路、公園等の再編整備。 

（駅前交通広場へのアクセス・鉄道東西市街地間の動線確保・運動広場機能の確保等） 

・魅力的な市街地の形成を進めるため、特徴ある公共施設の整備や土地利用、景観形成

などを含めた総合的な全体構想を持つ。 
 
 
■開発への計画的対応 
・開発が進むことによる人口増加等の影響を受け止める計画的視点を持つ。 

（開発への戦略的誘導、都市基盤の整備、サービス機能の導入等） 
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（２）南吹田地域のまちづくりの基本的視点 
 

計画対象区域の特性から整理したまちづくりの課題への対応や、まちの方向性を検

討するためのまちづくりの基本的な視点を整理しました。 

 
１）まちづくりの視点整理 

平成 18 年度（2006 年度）に実施した意向調査では、交通機関や日常の買物・医

療・福祉・市民サービスなどの利便性と交通・防犯・防災などの安全性に対する不満

が高く、問題点として、交差点の事故、歩道等の不足、工場等の振動・臭い、不法駐

車、治安への不安、ガード下の安全などが具体的に挙げられています。また、まちづ

くりの方向性としても安心・安全なまちが望まれており、歩きやすい安全な歩行者空

間の整備、医療・福祉など、市民生活を支える施設の立地、防犯体制の整備・充実が

必要だと選択されています。一方、過半の人がこのまちに住み続けたい思いを持ち、

まちづくり活動への関心も高いといえます。このような意向調査の結果からみると、

新駅開設など交通利便性の向上を踏まえ、吹田市南部の立地を生かした、安心・安全、

かつ、個性とにぎわいのある誇れるまちづくりを進めることが求められており、次の

5つの視点を基本的なまちづくりの視点として整理しました。 

 

 
 

  

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■現状の問題に対応 

■地域の主体性を創出 

 

■立地の特性を生かす 

■現状の資源を生かす 

●安心・安全、快適な環境と機能をより

充実させる 

●地域が主体のまちづくりを推進する 
 

●地域拠点としての空間形成を進める 
 

●高い交通利便性など、立地特性を 
最大限に生かす 

●「南吹田」としての良好な地域イメージ

（地域アイデンティティ）を創出・発信

する 

《 計画対象地区全体の課題 》 《 まちづくりの基本的視点 》 

■立地変化に対応する 

■開発への計画的対応 
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●安心・安全、快適な環境と機能をより充実させる 

●地域が主体のまちづくりを推進する 

●地域拠点としての空間形成を進める 

●高い交通利便性など、立地特性を最大限に生かす 

●「南吹田」としての良好な地域イメージ（地域アイデンティティ）を 
創出・発信する 

 
２）まちづくりの基本的視点 

計画対象区域及びその周辺地域における今後のまちづくりを考える上での基本的視点

の具体的内容は下記のとおりです。 

 
 

 
南吹田はこれまでも暮らしの場として多くの市民が生活しており、今後も暮らし続け

ることが基本です。また、これまで以上に多くの市民の居住が進む可能性があります。

そのため、暮らしの場として必要な機能と環境をまちの基礎的条件として備えるととも

に、より安心で快適な生活環境を充実させるという視点。 

 
 
 
地域住民や地域に立地する企業等が互いに協力し、自らが主体となって地域に根ざし

た「協働のまちづくり」を推進するという視点。 

 

 
 
南吹田は吹田市南部の地域拠点として発展することが求められており、そのためにふ

さわしい空間形成を進めるという視点。 

 
 
 
おおさか東線や都市計画道路十三高槻線の開通、江坂や新大阪との近接性、神崎川沿

いへの産業集積、リバーフロントなどの立地環境のポテンシャルを最大限に生かし、南

吹田のまちの発展を促すという視点。 

 
 

 
 
現状では「南吹田」としての明確な地域イメージはないが、ハード・ソフト両面から

のまちづくりを進めることにより、良好な地域イメージを創出し、地区内外に発信する

ことにより、南吹田のイメージアップを図るという視点。 
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（３）南吹田地域まちづくり会議による南吹田地域まちづくり構想  
 
１）南吹田地域まちづくり構想の位置づけ 

南吹田地域(新駅を中心に概ね半径 500m の区域)では、おおさか東線の新駅設置や

周辺の幹線道路の整備などが進み、地域の利便性が飛躍的に高まることとなる中、当

地域が吹田市の南の玄関口として魅力あるまちとして発展していくよう、地域のまち

づくりについて話し合う場として、南吹田地域まちづくり会議(以下、まちづくり会議)

を、平成19年（2007年）7月 21日に設置しました。 

 

まちづくり会議では、南吹田地域のまちづくりについて話し合いを重ね、まちの将

来像として「南吹田地域まちづくり構想(以下、まちづくり構想)」をとりまとめました。 

この、まちづくり構想は、まちづくり会議において、地域に関わる人々から出され

た、日常の暮らしや働く中で感じたり、考えたりしている、生活感覚から出された様々

な意見を整理・検討し、まちの将来像として取りまとめたものです。 

まちづくり構想は、「まちの方向性」と、その実現に向けた「まちづくり方策」によ

って構成されており、平成 20年（2008年）3月 7日に、まちづくり会議の有志に

よって吹田市へ提案されました。 
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２）南吹田地域まちづくり構想の概要 

まちづくり会議では、南吹田地域のまちづくりを進めるに当たってのまちの将来像

として、以下のように、６つの「まちの方向性」と２７の「まちづくり方策」をまち

づくり構想に位置づけました。 

 

～まちの方向性とまちづくり方策～ 

 
 
 
 

 

まちの 
方向性１ 

住んでいる人、 

働いている人が安心して、 

便利に楽しく過ごせるまち 

働く場もある活力のあるまち 

花や緑がいっぱいで美しいまち

地域の風土に親しむまち 

ふれあい・憩う・笑顔のまち 

人の行き来がしやすいまち 

①おおさか東線及び新駅の整備 
②新たな地域分断とならない鉄道計画 

③便利で利用しやすい駅前広場の整備 

④みんなが安心して歩ける道づくり 

⑤地域と周辺のまちをつなげる道路の整備 

⑥駅周辺での自転車駐車場の整備 

⑦周辺のまちとつながる路線バスの導入 

①子どもからお年寄りまで誰もが使いやすい公園整備 

②便利に暮らせる商業施設、公共公益施設等の立地 

③住みやすい環境を守るためのルールづくり 

④活気のあるまちにするための学びの場づくり 

⑤暮らしの安心感を高める施設の立地 

①花や緑のあふれる駅前広場づくり 

②散歩したくなる並木道づくり 

③幹線道路沿いの美しい景観づくり 

④住宅地での花や緑のあふれるまちなみづくり 

⑤花や緑のあふれる公園づくり 

①地域の個性を表現し、愛着を持って利用する新駅の整備 

②神崎川を活用したまちづくりイベント 

③神崎川沿いのうるおいある空間形成 

④農業の歴史を留め伝える取り組み 

①地域コミュニティを育てる場・きっかけづくり 

②防犯・防災、生活マナー向上への地域活動 

③よりよいまちにするための「まちづくり活動」 

①地域と企業が共存したまちづくり 

②企業活動を地域に PR する取り組み 

③住環境に配慮した操業の継続 
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（４）小学生によるまちづくり学習 
 

吹田南小学校と吹田第六小学校の 4 年生を対象に、将来を担う子どもたちに、まち

のことに目を向けてもらい、将来のまちの姿を描いてもらうことを目標に、「まちづく

り学習」に授業の一環として取り組み、南吹田のまちづくりをテーマとしたワークシ

ョップ等を実施しました。吹田南小学校では紙芝居として、吹田第六小学校では模型

として仕上げ、まとめました。 

 

１）吹田南小学校  

①まちづくり学習の概要 

「大人」「子ども」「高齢者」「障害者」など多様な立場に立って、用意したイメージ

写真から南吹田のまちがこんなまちになったらいいなと思う写真を４枚選び、「南吹田

のまちづくり物語」を考え、４コマの紙芝居に仕上げました。 

その１：南吹田のまちを歩く 

その３：南吹田がどんなまちに 

なったらいいか考える 

その４：南吹田のまちづくり物語 

をつくる 

その２：まちづくりマップをつくる

その５：南吹田のまちづくり物語 

を発表 
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②物語づくりで出されたまちづくりの考え方 

児童は30のグループに分かれ物語づくりを行い、作成した物語のタイトルは、下表

のような内容となり、「安全なまち」「きれいなまち」「にぎやかなまち」など、様々な

視点が出されました。 
 
■物語づくりで考えられたタイトル 
 タイトル 物語づくりにおいて設定した「立場・テーマ」

1 きれいな散歩道のある吹田 障害者 

2 体の不自由な人でも通りやすい町南吹田 体の不自由な人 

3 障害のある人でも自然がいっぱい南吹田 障害者 

4 自然がたくさんな町南吹田 自然 

5 にぎやかな町南吹田 環境 

6 障害者の人でも豊かに暮らせる町南吹田 障害者 

7 安心できて自然がたくさんある南吹田 大人 

8 にぎやかな町南吹田 環境 

9 安全で楽しい町作り 安全 

10 すてきな町南吹田 お年寄り 

11 お年寄りも楽しく暮らせる南吹田 お年寄り 

12 お年寄りの人も楽しく暮らせる南吹田 お年寄り 

13 お年寄りが昔のことを思い出せる町南吹田 お年寄り 

14 子どもが楽しく遊べる町南吹田 子ども 

15 お年寄りでも楽しく過ごせる町南吹田 お年寄り 

16 キレイな町南吹田 大人 

17 楽しくきれいな町南吹田 大人 

18 小さい子どもも安全に楽しく遊べるまち 子ども 

19 家族みんなで楽しくお買い物ができる町南吹田 家族 

20 みんなの町、西吹田～○○家の１日～ 子ども 

21 子どもも気軽に遊べる町南吹田 子ども 

22 大人も楽しめる町南吹田 大人 

23 きれいな町南吹田 障害者 

24 体の不自由な人でも行ける散歩道 体の不自由な人 

25 便利な町南吹田 大人 

26 楽しい町南吹田 お年寄り 

27 安全な町南吹田 安全 

28 旅に行くぞ新たな駅へ ペット 

29 赤ちゃんも楽しめる町南吹田 赤ちゃん 

30 ペットが気持ちよく散歩できる町南吹田 ペット 
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■小学生がまとめた紙芝居(一部) 

 

  

例１ 

■お年寄りも楽しく暮らせる南吹田 

・南吹田に観光に行きましょう 

・桜の並木の道を通って 

・坂もなくていいですね 

・きれいな花があります 

・大きな木の下でご飯を食べましょう

・ベンチがあっていいですね 

・八百屋さんのキュウリ安くて人気の

お店 

・目的は 夕日 間に合った きれい

・近くに新しい駅が出来て 

・電車に乗って帰りましょう 

 

 

 

例２ 

■みんなの町・西吹田 

―○○家の１日― 

日曜日 子ども達はお母さんと一緒

に電車に乗っておでかけ 

・まずは公園に行こう 

・とちゅう 散歩道にさしかかり  

広い道だね 

・公園でお母さんは少し休憩 

・野球するぞ 

・そろそろ買物にいこう  

デパートで買物しよう 

・広い いろんなお店があるね 

・レストランでご飯をたべようか 

・西吹田駅にはいろんなところがあり

ますね 

 

 

 

① ②

③ ④

⑤

②

④

①

③

⑤
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例３ 

■ペットが気持ちよく散歩できる町南

吹田 サルと大トカゲとイヌと 

・散歩道きれい 

・春は桜を観に行こう きれい 

・マンションがあって、花や木が 

植わってる 

・でも またマンション、ペットに 

とって自然破壊は敵 

・自然のいっぱいの川、山がある 

・ここで 寝たい 草を食べる 

・川の温泉に入ろう 

・最終目的地の西吹田駅  

きれいなところ 

・吹田市の人はまちが 

使いやすくなるね 

 
 

 

 

  

  

例４ 

■体の不自由な人でも通りやすい町南

吹田 

・みんなで車いすに乗って駅に行きま

す 

・木がいっぱいの道 

・まんなかが広い公園のある住宅街を

通って 

・この道「いっぱい木があるな」みん

なで感動 

・住宅街は大きな家の一軒家が多いな

・店がちらほらあります 

・緑がいっぱいあるから、ほんまにき

れい 

・この町はいろいろあるからきれい 

・住宅街を抜けて駅がみえてきました

・駅の前にコンビニがあって、ジュー

スを買いました 

・切符を買って電車を待っていました

人がいっぱい 

・電車に乗って目的地にいきました

今日は本当に楽しかった 

 

 

 

②

④

①

③

①

③

②

④

⑤

⑤
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２）吹田第六小学校 

①まちづくり学習の概要 

グループに分かれてまちを歩き、どんなまちになったらいいかを考え、まちに必要

な「もの」「場所」を整理した上で、模型づくりに向けた「まちの設計図」を作成し、

「南吹田のまちの模型」に仕上げました。 

その１：南吹田のまちを歩く 

その２：まちづくりマップをつくり、

南吹田がどんなまちに 

なったらいいか考える 

その３：まちの設計図づくり 

その４：まちの模型づくり 

その５：南吹田のまちの模型 

を発表 
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②子どもの視点から考えたまちの将来像 

南吹田地域が将来どのようなまちになったらよいと思うか、言葉にしてまとめてもら

いました。その内容から、子どもたちがまちの将来像に対してどのような視点を持って

いるのか整理しました。 

視点 内容 
便利で豊
かなまち 

○花や緑が多く豊かできれいなまち。 
○明るく、人が通りやすい道。 
○南吹田がもっと目立ってきれいで明るくて便利なまちだったらいいと思

う。 
○南吹田がもっと便利でお年寄りが住みやすいまちになるといい。 
○南吹田の面白いところやいいところ（ぐるぐるの道など）を残してほしい。

○おじいさんやおばあさんが笑顔でくらせるまちになったらいい。 
○便利でおもしろく住みやすく楽しいまち。 
○自然が多くきれいで便利な住みやすい安全なまち。 
○南吹田がもっとにぎやかまちになったらいいと思う。 

楽しいま
ち 

○楽しくて便利なまち。  
○田んぼや花畑などは残していきたいな。 
○わくわく、どきどきするほど楽しいまちになってほしい！！ 
○みんなが楽しく便利なまちになって環境のよいところでもあってほしい。 
○公園は小さな子からお年寄りまで、使えるところがあるまち。 
○明るくて、みんなが笑顔でいられるところ。 
○おもいっきりさけべるところ。 
○歩道があったらいいのに。 
○コンビニエンスストアがあったらいい。 
○カラフルなお店があるところ。 
○レストランが多くなるまち。 
○もっとお菓子やさんが多いまち。 
○もっとにぎやかなパークみたいなところがいい。 

気持ちの
良いまち 

○木や花がたくさんある、暮らしやすいまち。   
○もっとスーパーや市場、自動販売機がいっぱいあるまち。 
○自然があって遊べるまち。 

安全なま
ち 

○もっと南吹田のまちがきれいになってほしい。 
○安全で危なくないまち。 
○交通安全のまち。 
○環境にやさしいまち。 

きれいな
まち 

○ポイ捨てやタバコの吸いがらを道路に捨てるのをやめてきれいなまちにし

たい。 
○きれいでゴミが少ないまち。 
○スピード違反、駐車違反がなくなればいいのになぁ。 
○子どもたちが楽しく遊べて、緑や森林がたくさんあって、いいところ（き

れいなところ）がたくさんあるまち。 
○いいところがたくさんあったから、もっと増やしてほしい。 
○落書きがなくなればいい。 
○犬や猫を捨てない。 
○ゴミは分別しよう。まだ使えるゴミはまだ使う。 
○リサイクルおもちゃを作ろう。 
○みんなで、地球を大切にしよう！！ 
○きれいにたのしくおもしろく。 
○きれいで健康なまち。 
○川や海がキレイになったらいいな。 
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■小学生が作成したまちの模型(一部) 
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